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理事長 米田 真理子 

 関東初 利根川流域水源の森トラスト  

夏秋号 夏秋号 

 厳しい暑さが続いております。皆様におかれましては、ご壮健でお過ごしのことと

存じます。  

 この度、関東初となる群馬県多野郡上野村15.7ｈaの森林をトラストできましたこと

を皆様にご報告申し上げます。取得しました上野村の山林は、利根川水系の神流川

（かんながわ）の水源にあたり、クマをはじめとする多様な生物が生息しています。

首都圏で夏場の水不足が度々メディアで取り上げられたり、取水制限が実施される年

もあり、「首都圏で水源の森のトラストを」ということは私たちの念願でした。 

「関東でのトラストをぜひ支援したい」という方からのご寄附でこの度のトラストが実現しました。 

心温まるご厚意に深く感謝します。これで本財団が所有するトラスト地は18か所2115haとなりました。  

 ８月は一年で水の使用量がもっとも増える月です。私たちが毎日安心して水を使うことができ、大雨

や台風などの災害から守られているのは豊かな森林のおかげです。今後も、水源の森保全の重要性を広

め、生物多様性にあふれた森、水源の豊かな森を次世代へとつなげていけるよう、専心する所存です。

今後ともよろしくお願い申し上げます。   

  新しく購入した群馬県多野郡上野村乙父の山林（赤枠がトラスト地） 
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等にご協力ください 

トラストだより VOL16 

 上記日程で第5回トラスト地ツアーを開催

し、池ノ谷トラスト地をご案内しました。

同トラスト地には、初夏になると現れるモ

リアオガエルの繁殖池（県指定天然記念

物）があります。実際に、泉が湧き出てい

る場所や、幻想的な白い卵塊、そしてモリ

アオガエルがまさに卵を産み落とす神秘的

な姿も目にすることができました。吉野熊

野国立公園内に位置する父ヶ谷トラスト地

も宮川ダムから見ていただきました。 
 

 当財団の会員でもある映画監督の白鳥哲氏がトラスト地ツアーに初参加くだ

さいました。懇親会にて監督がつくられた、池ノ谷トラスト地を取り上げた

ショートムービー「水源」を鑑賞、「水源の森をともに守っていきましょう」

と熱意あふれるスピーチをしていただきました。 
 

 2日目は環境に配慮した林業で有名な速水林業を訪れ、速水亨代表に林内を

ご案内いただきました。持続可能な林業について考える機会となりました。  

 上野村は森林の60％がケヤキ

やシオジ、トチといった広葉樹

林が占め、クマをはじめとする

多様な生物が生息する貴重なエ

リアです。 

 乙父（おっち）トラスト地内

は70％がナラ類などを主体とす

る自然林、残り30％がスギ・ヒ

ノキの人工林。自然林部分の保

全とともに、人工林部分の天然

林化を目指します。  

 2019年7月16日取得 群馬県多野郡上野村乙父 15.7ha  

トラスト地内の様子 群馬、栃木、神奈川、山梨から 

現地調査に協力していただきました   

上:モリアオガエルの産卵を観察 

下：池の前で集合写真 

黒澤村長（右）と 

米田理事長（左） 

上野村の豊かな自然を次世代へ！ 

 7月30日午前中に群馬県庁環境森林部林政課、午後から上野村の黒

澤八郎村長を表敬訪問、その後も上野村の振興課や森林組合へ伺い、

奥山保全トラストの理念についてご説明させていただきました。 

 31日、群馬県庁記者クラブで、群馬県在住の支援者の方々とともに

トラスト地購入の経緯など記者会見を行いました。群馬テレビが夕方

のニュースで、上毛新聞が翌日の記事で取り上げてくださいました。

また記者会見には、水ジャーナリストの橋本淳司氏も取材に駆けつけ

てくださり、Yahoo!ニュースに記事を掲載してくださいました。 
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